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電子納品の現状と将来像
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地質調査の成果品とは

① 成果品： 地質調査成果物(報告書)

2001年3月まで 2001年4月から

② 構　成： 文書，データ，図面，(工事)写真

③ 内　容： ボーリング柱状図，地質断面図，

　　　　　 コア写真，原位置試験・現地計測，

　　　　　 考察，まとめ，添付資料　など

ＣＤ－Ｒ

電子納品



電子野帳：・位置情報の標準化
　　　　　 ・地質記事の定型化
　 　　　 ・保存形式の標準化

電子納品の課題

電子野帳野帳

今後今後今後今後

ペン入力ペン入力ペン入力ペン入力

防水構造防水構造防水構造防水構造

無線LAN無線LAN無線LAN無線LAN（現状）（現状）（現状）（現状）

入力画面イメージ入力画面イメージ入力画面イメージ入力画面イメージ

土質区分土質区分土質区分土質区分

柱状図 土質選択

礫礫礫礫

砂砂砂砂

粘土粘土粘土粘土

石灰岩石灰岩石灰岩石灰岩

ﾃﾞｼﾞﾀﾙｶﾒﾗ

コア
ボーリング柱状図ボーリング柱状図

Keyword : 地質情報の標準化



○○○工事
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◇◇会社

現場事務所現場事務所現場事務所現場事務所
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電話

会　社会　社会　社会　社

電話

判　定

公衆回線

指　示

現　　場現　　場現　　場現　　場

コア写真：・解像度の標準化
　　 　 　 ・保存形式の標準化
　　 　 　 ・カラー情報の標準化

電子納品の課題 Keyword : 地質情報の標準化



地質断面図：・位置情報の標準化
　 　　　 　・保存形式の標準化
　　　　 　・カラー情報の標準化

電子納品の課題 Keyword : 地質情報の標準化



土質ボーリング
　1998年 6月： 業界標準システム構築委員会
　1999年 2月： 規準(案)発表
　2000年 4月： 採用(建設省 → 国土交通省)

全地連提案の地盤情報標準全地連提案の地盤情報標準

土質断面図
　1999年 6月： 断面図基準化研究会
　2000年 7月： 業界基準(案)発表
　2001年 8月： 国土交通省の要領案に採用

岩盤柱状図・地質断面図・コア写真
　2001年 7月： 業界基準(案)発表
　2003年 4月： 国土交通省の要領案に採用予定



電子納品の対象業務と

適用基準類：国土交通省

▲



日報データ

日報データ

日報データ
合成

電子野帳システム

ボーリング現場 事 業 所

標準データ
フォーマット

市販・柱状図
作成ソフト

従来の野帳方式

Ｅ－ｍａｉｌ
添付ファイル

ＦＡＸ送信

ファイル変換・データ編集

手入力

手入力

複数の日報
データを合成する

市販・
ＣＡＤソフト

柱状図の作図

柱状図の作図

プロトタイプによるデータの流れ ユーザー開発によるデータの流れ

ＤＸＦ変換 ＤＸＦ
ファイル

ボーリング

従来からのデータの流れ

ボーリング

デジタルボーリングデータの流れ



位置情報の確認(全地連フリーソフト)

GIS技術の応用



REPORT (報告書フォルダ)

業務管理ファイル INDEX_D.XML

DRAWING (図面フォルダ)

PHOTO (写真フォルダ)

SURVEY (測量データフォルダ)

BORING (地質データフォルダ)

電子媒体ルート

業務管理ファイルのDTD INDE_D02.DTD(Ver.2.0

地質調査報告書のフォルダ構成
　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　



BORING フォルダ

地質調査資料整理要領(案)・
土質ボーリング柱状図編

LOG (電子柱状図フォルダ)

柱状図ファイル 0001 BRG0001. PDF

柱状図ファイル nnnn BRGnnnn. PDF

DRA (電子簡略柱状図フォルダ)

簡略図ファイル 0001 BRG0001.拡張子

簡略図ファイル nnnn BRGnnnn.拡張子

PI C (コア写真フォルダ)

TEST (各種試験結果フォルダ)

BED0110. DTD

BORING (土質・ 岩盤ボーリング柱状図フォルダ)

地質情報管理ファイル BORI NG. XML

DATA (ボーリング交換用データフォルダ)

ボーリングファイル 0001 BED0001. XML

ボーリングファイル nnnn BEDnnnn. XML

LOG (電子柱状図フォルダ)

地質情報管理ファイルのDTD BRG0120. DTD

土質ボーリング柱状図編の規定

ボーリング交換用データファイルのDTD

BED0110. DTD

柱状図データ：

① 交換用データ(XML)

② 電子柱状図(PDF)

③ 電子簡略柱状図
　 (DXF) → (SFX)



ボーリング交換用データ

<?xml version="1.0" encoding="Shift_JIS"?>
<!DOCTYPE ボーリング情報 SYSTEM "BED0110.dtd">
<ボーリング情報 DTD_version="1.10">

<標題情報>
<調査基本情報>

<事業工事名>国道○○号建設事業</事業工事名>
<調査名>○○共同溝土質調査（その２）</調査名>
<調査目的>01</調査目的>
<調査対象>04</調査対象>
<ボーリング名>B-2</ボーリング名>
<ボーリング総数>10</ボーリング総数>
<ボーリング連番>0001</ボーリング連番>

</調査基本情報>

BEDxxxx.XML

対処方法： ボーリング柱状図作成ソフト



電子柱状図 [PDF形式 ]

対処方法： ボーリング柱状図作成ソフト ＋
　　　　　 Adobe Acrobat 4(5)



電子簡略柱状図[CAD製図基準準拠]

・CAD用データ
・A4縦，1:100
・レイヤ：S-BRG

対処方法： ボーリング交換用データファィル
　 　　(XML)から変換 [柱状図メーカ or 全地連]



土 質 断 面 図 見 本

位置図面：
ラスター図使用可



電子納品に関する実態調査
全地連加盟会社へのアンケート

実　施： 2001年10月

　・送付数： 841社

　・回答数： 261社

　・回答率： 31％

電子納品業務の有無
いいえ
56%

はい
44%



電子納品の状況

発注者区分

12%

32%

19%

55%

12%

国土交通省国土交通省

他直轄省庁他直轄省庁

公社・公団公社・公団

都 道 府 県都 道 府 県

市 区 町 村市 区 町 村 ５０%

問題はあったが電子納

品を実施できた

電子納品はできたが、

問題が多かった

特に問題なく電子納品

を実施できた54
%

15
% 31

%



電子納品を実施した上での障害

各要領の内容が複雑で理解しがたい

電子納品制度が受注者側に浸透せず

電子納品制度が発注者側に浸透せず

電子納品への受注者側の理解が不足

電子納品への発注者側の理解が不足

受注者側の設備・ソフトに不足あり

発注者側の設備・ソフトに不足あり

電子成果品を作成するのが手間だ

電子納品業務に関する積算が不十分

37%

46%

17%

62%

54%

39%

46%

32%

32%



電子納品の実施上の問題点

協議・納品時

・報告書原稿の作成：
　　参照データや図面：切貼り → 電子化
　⇒ 手間が掛かる
・スキャナーの使用：
　　ファイルの容量が大きくなる
　⇒ 性能のよいＰＣを購入する必要

・受発注者間でのハード・ソフトの相違
　特に，ワープロソフト

報告書作成時（図・表・写真加工含む）



まとめ：地質調査業界と電子納品

① 大規模の企業： 比較的順調

　・人的資源の余裕

　・相対的に　[設備費] ＜ [人件費]

② 中小企業： かなりな負担感有り

　・人的資源の不足

　・相対的に　 [設備費] ＞ [人件費]

③ 近い将来： デジタルデータの普及　

④ 必要なこと：電子納品用ソフトの認定


